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一

　『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
に
登
場
す
る
女
性

十
二
人
と
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
女
性
十
二
人
を
選
び
出
し
、

前
者
を
〈
左
方
〉・
後
者
を
〈
右
方
〉
に
配
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
物

に
つ
い
て
論
評
し
優
劣
を
さ
だ
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
前
号
に
引
き
続
い
て
、
後
半
部
の
番
い
を
中
心
に
少
し

く
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
〈
七
番
〉
は
、「
前
斎
宮
女
御
」
と
「
槿
斎
院
」
で
あ
る
。

　
伊
勢
神
宮
に
仕
え
た
斎
宮
と
賀
茂
神
社
に
仕
え
た
斎
院
を
取
り
合

わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
『
伊
勢
物
語
』
と
い
う
書
名
の
由
来

に
も
な
っ
た
話
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
り
、
章
段
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

斎
宮
は
水
の
尾
の
御
時
、文
徳
天
皇
の
御
女
、惟
喬
の
親
王
の
妹

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
六
十
九
段
、
一
七
四
頁
）

　
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
に
該
当
す
る
女
性
に
つ
い
て
、
前
掲
本

文
の
頭
注
に
は
、〈
恬
子
内
親
王
〉
と
し
て
、
物
語
の
「
男
」（
在
原

業
平
が
モ
デ
ル
）
の
妻
と
内
親
王
は
従
姉
妹
の
関
係
に
あ
る
と
解
説

し
て
い
る
。

　
一
方
、（
講
談
社
文
庫
『
伊
勢
物
語
』）
の
脚
注
に
お
い
て
、
森
野

宗
明
氏
は
、

文
徳
天
皇
の
皇
女
で
惟
喬
親
王
の
妹
と
は
怡
子
の
こ
と
。
清
和

天
皇
即
位
の
翌
年
の
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
か
ら
、
退
位
の
貞

観
十
八
年
ま
で
斎
宮
。
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と
述
べ
て
い
る
。

　〈
斎
宮
〉
を
「
恬
子
」
と
す
る
注
釈
は
、
前
述
の
『
全
集
』（
福
井

貞
助
氏
）
の
ほ
か
に
、『
校
注
古
典
叢
書
』（
明
治
書
院
）
の
片
桐
洋

一
氏
で
あ
り
、「
怡
子
」
と
す
る
注
釈
は
、前
述
の
森
野
氏
の
ほ
か
に
、

『
日
本
古
典
全
書
』
の
南
波
浩
氏
や
『
伊
勢
物
語
精
講
』
の
池
田
亀

鑑
氏
で
あ
る
。

　「
恬
子
」
説
・「
怡
子
」
説
は
古
註
釈
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
他
に

は
「
帖
子
」
説
な
ど
も
あ
る
。

　
ま
た
、「
斎
宮
な
り
け
る
人
の
親
」（
第
六
十
九
段
、
一
七
二
頁
）

に
相
当
す
る
人
物
に
つ
い
て
も
、〈
紀
静
子
〉
と
〈
染
殿
后
〉（
藤
原

明
子
）
の
両
説
が
見
ら
れ
る
。

　
手
も
と
に
あ
る
古
註
釈
の
解
説
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　『
十
巻
本
伊
勢
物
語
注
』
帖
子

染
殿
后

（
或
説
）

紀
静
子
（
三
条
町
）

　
　
増
纂
伊
勢
物
語
抄

恬
子

染
殿
后

紀
静
子
（
三
条
町
）

　
　
伊
勢
物
語
奥
秘
書

恬
子

染
殿
后

　
　
　
　
　
　
　 

　（
一
義
の
傍
注
）
怡
子
内
親
王

　
　
伊
勢
物
語
知
顕
抄

文
徳
天
皇
皇
女（
ゆ
う
し
な
い
し
ん
わ
う
）

紀
静
子
（
三
条
町
）

　
　
伊
勢
物
語
髄
脳

恬
子

染
殿
后

　
　
伊
勢
物
語
愚
見
抄

恬
子
（
群
書
類
従
本
は
「
怡
子
」）

　
　
　
　
紀
静
子

　
　
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

恬
子

染
殿
后
（
細
字
注
、
斎
宮
継

母
也
）

　
　
　
　〈
文
明
九
年
本
〉

　（
一
禅
御
説
）
紀
静
子

　
　
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

恬
子

染
殿
后

　
　
　
　〈
延
徳
三
年
本
〉

　（
一
禅
御
説
）
紀
静
子

　
　
伊
勢
物
語
註

恬
子

染
殿
后

　（
或
説
）
紀
静
子
（
さ
れ
共
染
殿
ノ
后

其
比
大
キ
サ
キ
な
る
ほ
と
ニ

親
と
ハ
書
也
　
実
ニ
ハ
き
よ

こ
の
子
也
）

　
　
伊
勢
物
語
惟
清
抄

怡
子

紀
静
子
（
サ
レ
ト
モ
。
此
オ

ヤ
ハ
。
染
殿
后
ト
見
ヘ
シ
。

斎
宮
ノ
継
母
也
。
継
母
ナ
レ

ト
モ
。
斎
宮
ヲ
。
実
子
ノ
ヤ

ウ
ニ
。
シ
タ
マ
ヘ
リ
。）

　
　
伊
抄
　
称
名
院
注
釈

恬
子

染
殿
后（
斎
宮
の
継
母
也
）

　
　
志
能
夫
数
理

恬
子

紀
静
子（
斎
宮
の
伯
母
也
）

　
　
経
厚
講
伊
勢
物
語
聞
書

恬
子

紀
静
子
（
他
説
、
染
殿
后
）

　
　
伊
勢
物
語
闕
疑
抄

　
　
　
　
　
　
　 

　（
傍
注
）
怡
子

恬
子

紀
静
子
（
さ
れ
と
も
、
此
親

と
云
は
染
殿
の
后
と
み
る
へ

し
。斎
宮
の
継
母
也
）
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　〈
斎
宮
〉
は
圧
倒
的
に
「
恬
子
」
で
あ
る
が
、〈
斎
宮
の
親
〉
は
「
紀

静
子
」
と
「
染
殿
后
」
が
略
同
数
で
あ
る
。

　『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
新
校
群
書
類
従
　
３
）
に
は
、
文
徳
天
皇

の
皇
子
・
皇
女
と
し
て
、
天
皇
一
名
・
親
王
四
名
・
内
親
王
一
〇
名
・

王
一
名
・
女
王
三
名
・
男
性
源
氏
八
名
・
女
性
源
氏
七
名
・
そ
の
他

一
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
恬
子
」
の
名
前
は
あ
る

が
、「
怡
子
」
の
名
前
は
な
い
（
四
一
四
～
四
一
六
頁
）。

　
ま
た
、『
日
本
後
宮
史
』（「
日
本
後
宮
史
概
説
」〈
文
徳
天
皇
〉）

の
項
に
は
、

更
衣
紀
静
子
に
は
皇
子
と
し
て
惟
高
（
こ
れ
た
か
、
喬
）
親
王

と
惟
條
（
こ
れ
え
だ
）
親
王
、
皇
女
と
し
て
恬
子
（
や
す
こ
）

内
親
王
・
・
・
」〈
一
五
四
頁
〉

と
あ
り
、「
怡
子
」
の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　『
斎
宮
記
』（
新
校
群
書
類
従
　
２
）
の
中
に
も
、
文
徳
天
皇
の
皇

女
で
斎
宮
に
な
っ
た
内
親
王
が
三
人
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
十
二

代
の
宴
子
内
親
王
（
文
徳
天
皇
時
代
、
仁
寿
元
年
～
六
年
）、
第

三
十
三
代
の
恬
子
内
親
王（
清
和
天
皇
時
代
、貞
観
元
年
～
十
五
年
）、

第
三
十
五
代
の
楊
子
内
親
王
（
陽
成
天
皇
時
代
、元
慶
六
年
～
八
年
）

の
三
人
で
、こ
こ
に
も「
怡
子
」の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い（
五
六
六

頁
）。

　「
怡
子
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
の
は
、〈
斎
宮
〉
で
は
な
く
〈
斎
院
〉

の
方
で
、『
賀
茂
斎
院
記
』（
新
校
群
書
類
従
　
２
）
の
中
に
、
崇
徳
・

近
衛
・
後
白
河
・
二
条
の
四
代
に
わ
た
る
天
皇
の
時
代
に
、
斎
院
を

つ
と
め
た
「
怡
子
内
親
王
」（
後
三
条
天
皇
皇
子
輔
仁
親
王
女
）
の

記
述
が
見
ら
れ
る
。
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
卜
定
、
二
十
七
年
に

及
ぶ
在
任
で
あ
る
。

　『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
は
「
輔
仁
親
王
」
の
子
供
の
欄
に
「
怡

子
女
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
六
十
九
段
の
「
斎
宮
」
は
、「
恬
子
内
親
王
」

と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
三

年
六
月
十
八
日
の
条
に
、「
前
斎
宮
恬
子
内
親
王
薨
」
の
記
述
が
み

ら
れ
る
。二

　
さ
て
、〈
斎
宮
〉
が
「
恬
子
内
親
王
」
で
あ
る
な
ら
ば
、母
親
は
「
紀

静
子
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
評
文
に
記
さ
れ
て
い
る
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
よ
う
。

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
う
つ
ゝ
と
は
よ

人
定
め
よ

神
の
い
さ
む
る
道
な
ら
ず
と
か
侍
る
な
れ
ば
、
さ
し
も
思
ひ
給
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へ
ら
ぬ
を
、
か
の
た
か
は
し
氏
に
給
ひ
て
、
い
ま
に
み
前
を
ゆ

る
さ
る
ゝ
事
な
き
な
ど
申
し
侍
れ
と
申
し
侍
る
（
二
六
〇
頁
下

段
）

　「
男
」
が
詠
ん
だ
「
か
き
く
ら
す
・
・
・
」
の
歌
で
あ
る
が
、『
古

今
和
歌
集
』
所
収
の
第
五
句
と
同
じ
「
よ
人
さ
だ
め
よ
」（
六
四
六

番
歌
）
に
な
っ
て
い
る
。

　「
神
の
い
さ
む
る
道
な
ら
ず
」
は
、
物
語
第
七
十
一
段
の
「
男
」

が
詠
ん
だ
歌
の
下
の
句
「
神
の
い
さ
む
る
道
な
ら
な
く
に
」
に
拠
っ

た
記
述
で
あ
る
。

　「
か
の
た
か
は
し
氏
に
給
ひ
て
」
は
、物
語
に
お
け
る
「
男
」
と
「
斎

宮
」
の
夢
の
よ
う
な
逢
瀬
を
、
在
原
業
平
と
恬
子
内
親
王
の
密
通
と

解
し
、「
師
尚
」
な
る
男
子
が
生
ま
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　『
尊
卑
分
脈
』〈
索
引
〉
の
「
恬
子
内
親
王
」
の
項
目
に
は
、「
在

原
師
尚
母
」・「
高
階
師
尚
母
」
と
あ
り
、
在
原
氏
系
図
に
は
業
平
の

子
と
し
て
、「
棟
梁
」・「
滋
春
」
と
並
ん
で
記
さ
れ
、「
為
高
階
茂
範

子
〈
中
略
〉
母
斎
宮
怡
子
内
親
王
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
業
平
と
内
親
王
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
が
、
高
階
茂
範
の
子
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
一
方
の
高
階
氏
系
図
に
は
、
茂
範
の
子
と
し
て
記
さ
れ
、「
元

慶
四
五
廿
八
卒
五
十
八
歳
〈
中
略
〉
実
在
原
業
平
子
也
密
通
斎
宮
怡

子
内
親
王
出
生
依
之
此
氏
族
子
孫
不
参
宮
者
也
」
の
注
記
が
見
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
前
記
と
同
じ
く
業
平
と
内
親
王
の
密

通
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
高
階
家
を
継
い
だ
の
で
あ
る
が
、
罪
の
子

ゆ
え
に
、
彼
の
子
孫
は
参
内
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。
後
に
続
く
「
い
ま
に
み
前
を
ゆ
る
さ
る
ゝ
事
な
き
」
の
記
述
は
、

こ
の
注
記
に
整
合
す
る
。

　
な
お
、評
文
の
「
た
か
は
し
氏
」
は
「
高
階
氏
」
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
階
〉
は
〈
は
し
〉
と
も
読
む
。
ま
た
、
注
記
の
「
怡
子
内
親
王
」

が
「
恬
子
内
親
王
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
更
に
注
記
の
卒
去
の
日
付
は
、在
原
業
平
の
も
の
で
あ
り
、

享
年
の
五
十
八
歳
は
五
十
六
歳
の
誤
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
師
尚
の
玄
孫
が
一
条
天
皇
の
中
宮
定
子
（
後
に

皇
后
）
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
注
記
の
密
通
説
は
伝
承
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
方
の
「
槿
斎
院
」
で
あ
る
が
、
斎
院
で
あ
っ
た
時

も
、
父
親
の
死
去
で
斎
院
を
退
い
た
後
も
、
源
氏
の
求
愛
を
受
け
る

こ
と
な
く
世
を
過
ご
し
た
。
斎
垣
を
越
え
た
『
伊
勢
』
の
〈
斎
宮
〉

と
斎
垣
を
越
え
な
か
っ
た
『
源
氏
』
の
〈
斎
院
〉
と
の
あ
り
よ
う
は
、

後
者
の
〈
勝
〉
と
判
定
さ
れ
た
。

　
な
お
、〈
斎
院
〉
が
詠
ん
だ
歌
の
第
四
句
は
、
評
文
と
物
語
本
文

と
が
一
字
違
っ
て
い
る
。
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な
べ
て
よ
の
哀
れ
ば
か
り
を
と
ふ
か
ら
に
誓
ひ
し
事
〈
は
〉
神

や
諫
め
む
（
評
文
）

な
べ
て
世
の
あ
は
れ
ば
か
り
を
と
ふ
か
ら
に
誓
ひ
し
こ
と〈
と
〉

神
や
い
さ
め
む
（「
朝
顔
」
巻
）

三

　
さ
て
、〈
八
番
〉
は
「
伊
勢
」
と
「
明
石
上
」（
明
石
君
）
で
あ
る

が
、
前
号
（
２
～
３
頁
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前
者
は
物
語
に
登
場

し
な
い
人
物
で
あ
り
、
よ
っ
て
合
わ
せ
よ
う
は
な
い
。
実
在
の
人
物

で
あ
る
伊
勢
と
、
架
空
の
人
物
で
あ
る
明
石
君
の
類
似
点
を
強
い
て

挙
げ
れ
ば
、
両
者
と
も
受
領
階
級
の
娘
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
女
子
に

恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
才
色
兼
備
で
高
貴
な
男
性
（
帝
や
親

王
と
准
太
上
天
皇
）
に
愛
さ
れ
た
点
も
似
て
い
る
と
い
え
る
が
、
性

格
・
人
と
な
り
は
可
也
違
う
よ
う
で
あ
る
。

　〈
九
番
〉
は
「
有
常
娘
姉
君
」
と
「
空
蝉
君
」
で
あ
る
。

　
左
方
『
伊
勢
』
の
物
語
は
、
四
十
一
段
に
記
さ
れ
て
い
る
。
物
語

の
内
容
は
、
二
人
の
姉
妹
が
い
て
、
一
人
は
身
分
が
低
く
貧
し
い
男

の
妻
と
な
り
、
も
う
一
人
は
身
分
が
高
い
男
の
妻
と
な
っ
た
。
貧
者

の
女
に
高
貴
な
男
が
同
情
し
て
一
首
の
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
が
、
そ

の
詠
み
人
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
詞
書
き
に
よ
れ
ば
、
在
原
業
平

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

妻
の
お
と
う
と
を
も
て
侍
り
け
る
人
に
、
袍
を
お
く
る
と

て
、
よ
み
て
や
り
け
る

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

む
ら
さ
き
の
色
こ
き
時
は
目
も
は
る
に
野
な
る
草
木
ぞ
わ
か
れ

ざ
り
け
る
（868

）

　　「
お
と
う
と
」
は
〈
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
〉
の
意
な
の
で
、〈
弟
〉

か
〈
妹
〉
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
妻
の
お
と
う
と
を
も

て
侍
り
け
る
人
」
は
、
①
妻
の
弟
の
配
偶
者
か
、
②
妻
の
妹
の
配
偶

者
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
物
語
に
即
す
れ
ば
、「
い
や
し
き
男
も

た
る
」
人
に
「
う
へ
の
き
ぬ
」
を
贈
っ
た
と
あ
る
の
で
、「
妻
の
お

と
う
と
」
は
〈
義
妹
〉
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
も
て
侍
り
け
る
人
」

は
②
に
該
当
す
る
。

　
業
平
の
妻
の
妹
を
妻
に
し
て
い
る
人
と
な
る
と
、〈
業
平
の
義
弟
〉

〈
藤
原
敏
行
〉
で
あ
り
、『
古
今
集
』
で
は
、
そ
の
敏
行
へ
の
贈
歌
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
物
語
の
方
は
贈
歌
の
相

手
は
女
性
で
あ
る
が
、「
女
は
ら
か
ら
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

〈
妻
の
姉
〉
か
〈
妻
の
妹
〉
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
「
は
ら
か
ら
」
が
〈
有
常
の
娘
た
ち
〉
で
あ
る
と
い
う
注
は
、

『
伊
勢
物
語
知
顕
抄
』・『
十
巻
本
伊
勢
物
語
注
』・『
伊
勢
物
語
嬰
児
抄
』

な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、〈
姉
〉・〈
妹
〉
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
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下
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
Ａ
）
ひ
と
り
は
い
や
し
き
お
と
こ
の
ま
と
し
き
。
ひ
と
り
は
あ

て
な
る
お
と
こ
も
た
り
け
る
と
い
へ
る
は
。〈
中
略
〉
い

や
し
き
お
と
こ
は
ふ
ぢ
原
の
と
し
ゆ
き
な
り
。
あ
て
な
る

お
と
こ
は
な
り
平
な
り
。（『
知
顕
抄
』）

（
Ｂ
）
ア
テ
ナ
ル
男
モ
タ
ル
ト
ハ
、
業
平
カ
妻
、
姉
ナ
リ
。（『
十

巻
本
』）

（
Ｃ
）
い
も
う
と
は
、業
平
の
妻
な
り
。（『
伊
勢
物
語
陽
成
院
伝
』）

　（
Ａ
）か
ら
は
、在
原
業
平
と
藤
原
敏
行
の
関
係
が
明
ら
か
な
の
で
、

前
者
の
妻
が
〈
姉
〉
で
、後
者
の
妻
が
〈
妹
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
は
姉
妹
関
係
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、（
Ｂ
）
が
正

し
く
、『
古
今
集
』
の
詞
書
き
と
贈
歌
に
も
整
合
す
る
。

　
よ
っ
て
、
物
語
の
贈
歌
の
相
手
は
〈
妻
の
妹
〉
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
姉
娘
が
業
平
の
妻
で
、
贈
歌
の
相
手
は
妻
の
妹
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
姉
と
妹
の
関
係
は
『
古
今
集
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
贈
歌

の
相
手
は
『
古
今
集
』
と
物
語
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
女
合
』
評
文
の
「
姉
君
」
と
は
整
合
し
な

い
が
、『
考
証
伊
勢
物
語
詳
解
』（
鎌
田
正
憲
著
）
に
引
用
さ
れ
て
い

る
『
伊
勢
物
語
直
解
』
に
は
、「
此
女
は
姉
に
や
」
と
あ
る
の
で
、

そ
う
し
た
解
釈
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
勢
語
臆
断
』に
は
、

「
此
を
ん
な
は
業
平
の
妻
の
妹
な
り
」
と
あ
る
が
、
物
語
本
文
の
解

釈
と
し
て
は
、
こ
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
『
源
氏
物
語
』

空
蝉
の
取
り
合
わ
せ
は
、「
心
ざ
し
あ
さ
は
か
」
な
ら
ず
、「
わ
が
せ

こ
を
思
ふ
を
か
し
こ
き
に
は
す
な
れ
ば
」（
二
六
二
頁
上
段
）
と
い

う
面
か
ら
も
、「
た
と
し
へ
な
う
か
し
こ
き
か
た
」（
二
六
三
頁
）
が

評
価
さ
れ
て
、〈
左
〉「
有
常
娘
姉
（
正
し
く
は
妹
）
君
」
の
〈
勝
〉

と
な
っ
た
。

四

　〈
十
番
〉
は
「
中
納
言
娘
君
」
と
「
夕
顔
上
（
君
）」
で
あ
る
。

　「
中
納
言
姫
君
」
は
在
原
行
平
の
娘
の
「
文
子
」
で
あ
る
。
清
和

天
皇
の
更
衣
に
な
り
、「
貞
数
親
王
」を
産
ん
だ
。
評
文
本
文
に
は「
む

か
し
氏
の
な
か
に
御
子
う
ま
れ
給
ふ
」（
二
六
四
頁
下
段
）と
記
さ
れ
、

物
語
本
文
に
は
「
む
か
し
、氏
の
な
か
に
親
王
生
れ
た
ま
へ
り
け
り
」

（
七
十
九
段
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
一
八
一
頁
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　
物
語
は
こ
の
後
、
親
王
の
祖
父
方
の
翁
の
歌
と
し
て
、
次
の
歌
を

記
す
。
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わ
が
門
に
千
ひ
ろ
あ
る
か
げ
を
植
ゑ
つ
れ
ば
夏
冬
た
れ
か
か
く

れ
ざ
る
べ
き
（
同
前
）

　
親
王
の
誕
生
に
よ
っ
て
一
門
の
繁
栄
が
望
ま
れ
る
と
詠
っ
て
い
る

が
、
詠
み
人
の
「
お
き
な
」
は
業
平
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
物
語
は
続
け
て
次
の
一
文
を
記
す
。

　
　
時
の
人
、
中
将
の
子
と
な
む
い
ひ
け
る
。（
同
前
）

　「
貞
数
親
王
」
が
業
平
の
子
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
評
文
本

文
に
も
、『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
な
ど
の
古
註
釈
に
も
、
同
様
の
記

述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
述
を
物
語
本
文
と
は
せ
ず
、
後
記
の
注

書
き
と
し
て
、
業
平
父
説
を
否
定
し
て
い
る
注
釈
も
あ
る
。

（
Ａ
）
双
紙
の
地
な
り
。
あ
に
の
中
納
言
行
平
の
む
す
め
の
腹
な

れ
ば
、
業
平
の
子
に
て
は
あ
ら
じ
と
也
。（『
伊
勢
物
語
聞

書
　
兼
如
』）

（
Ｂ
）
好
色
の
人
な
れ
ば
、
も
し
や
と
人
の
不
審
し
て
い
へ
る
か

と
は
、
け
し
か
ら
ぬ
ひ
が
事
也
。〈
中
略
〉
し
ら
ぬ
人
は

其
時
代
な
り
平
の
娘
の
腹
と
い
へ
る
を
、さ
に
は
あ
ら
ず
、

行
平
の
中
納
言
の
女
の
腹
也
〈
中
略
〉
歌
も
行
平
な
る
よ

し
を
注
せ
る
と
見
え
た
り
。〈
中
略
〉
若
、
後
人
加
筆
し

た
る
に
や
。（『
伊
勢
物
語
童
子
問
』）

（
Ｃ
）
四
条
の
女
御
を
業
平
の
む
す
め
と
い
ふ
と
あ
り
。
そ
の
ぎ

に
あ
ら
ず
。
行
平
の
む
す
め
な
り
〈
中
略
〉
業
平
此
め
い

に
密
通
し
て
、
此
御
子
む
ま
れ
た
ま
へ
り
と
、
時
の
人
い

ふ
と
も
い
へ
り
。
こ
の
義
も
ち
ひ
ず
。（『
伊
勢
物
語
嬰
児

抄
』）

（
Ｄ
）
貞
数
親
王
ハ
。
業
平
ノ
。
甥
ニ
ア
タ
リ
給
ヘ
リ
。（『
伊
勢

物
語
惟
清
抄
』）

（
Ｅ
）
母
ハ
行
平
ノ
女
ナ
レ
バ
、
此
親
王
ハ
業
平
ノ
姪
ノ
子
也
。

（『
伊
勢
物
語
　
諸
注
集
成
』）

　（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
は
親
王
の
父
親
が
業
平
で
な
い
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
が
、（
Ｂ
）・（
Ｃ
）
に
は
親
王
の
母
親
が
〈
業
平
の
娘
〉
で

あ
る
と
か
、「
わ
が
門
に
」
の
歌
の
詠
み
人
が
〈
行
平
〉
で
あ
る
と
い
っ

た
解
釈
の
存
在
を
知
ら
せ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
業
平
と
親
王
の
関

係
は
（
Ｅ
）
が
正
し
く
、
父
子
の
関
係
で
も
叔
父
と
甥
と
の
関
係
で

も
な
い
。

　
さ
て
、〈
左
方
〉
評
文
の
後
半
は
、物
語
の
八
十
七
段
〈
布
引
の
滝
〉

の
話
に
言
及
し
た
内
容
で
、
行
平
ら
し
い
人
物
と
業
平
の
贈
答
歌
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
平
中
納
言
の
娘
ら
し
い
人
物
は
登
場
し
て
い

な
い
。

　
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
女
性
は
、「
そ
の
家
の
女
の
子
」（
一
九
二
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頁
）
と
「
女
方
」（
同
前
）
で
あ
る
が
、
前
者
は
業
平
家
の
女
児
た

ち
で
あ
り
、
後
者
は
女
主
人
で
で
も
あ
ろ
う
か
。

　『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

家
の
め
の
こ
ど
も
と
は
、
家
に
あ
る
、
女
の
こ
ど
も
な
り
。
女

が
た
よ
り
と
は
、
女
あ
る
じ
の
方
よ
り
な
り
。〈
中
略
〉
有
常

か
む
す
め
の
歌
な
り
。（
二
四
四
頁
下
段
〜
二
四
五
頁
上
段
）

　「
有
常
か
む
す
め
」
と
な
れ
ば
業
平
夫
人
で
あ
り
、行
平
の
娘
（
中

納
言
娘
君
）で
は
な
い
。
評
文
は
行
平
と
業
平
を
め
ぐ
る
話
と
し
て
、

七
十
九
段
と
八
十
七
段
の
両
方
に
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、〈
女

合
〉
と
し
て
は
、
主
題
分
裂
の
様
相
を
示
し
て
し
ま
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、〈
左
方
〉
中
納
言
娘
君
も
〈
右
方
〉
夕
顔
君
も
、
夫

以
外
の
男
性
に
愛
さ
れ
た
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
密
通
の
子
を
産
ん

だ
と
い
う
評
判
の
前
者
と
、
夫
の
子
を
産
ん
だ
後
者
の
取
り
合
わ
せ

は
、
前
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
さ
さ
か
芳
し
く
な
く
、
後
者
の
「
心
い

と
花
や
か
に
え
ん
な
る
か
た
の
ま
た
な
う
き
こ
え
」
る
と
い
っ
た
魅

力
も
相
ま
っ
て
、〈
勝
〉
に
導
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　〈
夕
顔
〉
の
魅
力
は
、〈
浮
舟
〉
な
ど
と
並
ん
で
、
平
安
後
期
か
ら

は〈
紫
上
〉を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
っ
た
事
実
を
付
け
加
え
て
お
こ
う（『
狭

衣
物
語
』・『
更
級
日
記
』
な
ど
）。

五

　〈
十
一
番
〉
は
「
染
殿
内
侍
」
と
「
蓬
生
君
」（
末
摘
花
）
で
あ
る
。

　『
伊
勢
物
語
』
九
十
四
段
の
「
女
（
染
殿
内
侍
）」
と
『
源
氏
物
語
』

蓬
生
巻
の
〈
末
摘
花
〉
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　〈
染
殿
内
侍
〉
が
藤
原
良
相
の
娘
と
す
れ
ば
、
文
徳
天
皇
后
の
宮

明
子
〈
染
殿
后
〉
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
。『
大
和
物
語
』
に
は
源
能

有
（
文
徳
天
皇
第
一
皇
子
）
と
の
小
話
が
百
五
十
九
段
に
、
在
原
業

平
と
の
小
話
が
百
六
十
段
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
も
の
を
よ
く
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
衣
ど
も
を
な
む
あ
づ
け
さ

せ
た
ま
ひ
け
る
」（
百
五
十
九
段
）
や
、「
中
将
の
も
と
よ
り
、
衣
を

な
む
、
し
に
お
こ
せ
た
り
け
る
」（
百
六
十
段
）
の
記
述
か
ら
は
、

こ
の
内
侍
が
、
衣
装
の
仕
立
て
な
ど
に
長
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　『
伊
勢
物
語
』
の
「
女
が
た
に
、
絵
か
く
人
な
り
け
れ
ば
、
か
き

に
や
れ
り
け
る
」（
九
十
四
段
、一
九
五
～
六
頁
）
も
、〈
男
（
業
平
）〉

が
〈
女
（
内
侍
）〉
に
衣
装
の
絵
を
描
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ

と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
段
に
は
「
今
の
男
（
新
し
く
通
う
男
）」
の
記

述
も
見
ら
れ
、
前
述
の
『
大
和
物
語
』
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
新

し
い
愛
人
は
〈
源
能
有
〉
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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古
註
釈
の
幾
つ
か
に
は
、
他
の
人
物
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
検
討

を
要
す
る
。

（
Ａ
）
此
女
を
さ
だ
ふ
ん
と
云
者
む
か
へ
た
り
。〈
中
略
〉
此
は

ら
に
、
業
平
、
重
春
と
云
む
す
こ
を
ま
ふ
け
ら
れ
た
り
。

（『
伊
勢
物
語
懐
中
抄
』）

（
Ｂ
）
業
平
に
り
べ
つ
の
の
ち
、
平
の
定
文
が
女
と
な
れ
り
。
そ

の
は
ら
に
業
平
の
子
有
と
は
、
少
将
し
げ
は
る
也
（『
伊

勢
物
語
嬰
児
抄
』）

（
Ｃ
）業
平
、有
常
カ
娘
ニ
思
付
テ
、内
侍
ニ
離
タ
ル
ヲ
云
也
。〈
中

略
〉
彼
内
侍
、
又
平
定
文
ノ
中
将
ノ
妻
ト
成
也
。（『
十
巻

本
伊
勢
物
語
注
』）

（
Ｄ
）
中
将
、
染
殿
の
后
を
離
別
す
と
そ
。
染
殿
の
后
は
、
文
徳

天
皇
の
后
の
み
や
に
し
て
、
二
条
の
み
や
是
ひ
と
の
親
王

の
御
母
成
け
る
を
、
中
将
み
そ
か
に
か
た
ら
ひ
て
、
後
に

ひ
と
り
の
子
を
ま
う
く
る
と
そ
。
慈
春
と
云
に
や
。（『
伊

勢
物
語
宗
印
談
』）

（
Ｅ
）
二
条
后
ニ
宮
仕
ノ
内
侍
ニ
、
業
平
初
ニ
嫁
（
シ
）
テ
滋
春

此
腹
也
。（『
志
能
夫
数
理
』）

（
Ｆ
）
ゑ
か
く
女
は
、
行
平
の
女
也
。〈
中
略
〉
子
あ
る
中
と
は
、

さ
た
か
す
の
親
王
は
ま
こ
と
に
は
業
平
の
子
な
れ
は
、
か

く
か
け
り
。（『
和
歌
知
顕
集
』）

　（
Ａ
）・（
Ｂ
）・（
Ｃ
）
は
「
今
の
男
」
を
〈
平
定
文
〉
と
解
し
、「
男
」

〈
業
平
〉
と
「
女
」〈
染
殿
内
侍
〉
の
子
を
、〈
重
春
（
し
げ
は
る
・

滋
春
）〉
と
解
し
て
い
る
の
は
（
Ａ
）・（
Ｂ
）・（
Ｅ
）
で
あ
る
。

　（
Ｄ
）
は
、染
殿
后
（
清
和
天
皇
母
）
と
業
平
の
あ
い
だ
に
子
供
（
慈

春
）
が
生
ま
れ
た
と
解
し
て
い
る
。

　（
Ｃ
）・（
Ｅ
）
で
は
、
業
平
・
染
殿
内
侍
・
滋
春
の
関
係
は
共
通

し
て
い
る
が
、
内
侍
が
業
平
の
最
初
の
妻
と
解
し
て
い
る
の
が
、
少

し
く
気
に
か
か
る
。
最
初
の
妻
は
矢
張
り
〈
有
常
娘
〉
で
あ
ろ
う
。

　（
Ｆ
）
の
解
釈
は
、
物
語
七
十
九
段
の
話
と
混
同
し
て
い
る
。

　「
今
の
男
」
を
定
文
（
八
七
一
～
九
二
三
年
）
と
解
す
る
の
は
、

業
平
（
八
二
五
～
八
八
〇
年
）
と
の
年
齢
差
が
四
十
六
歳
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、無
理
で
あ
ろ
う
。ま
た
、内
侍
の
父
が
良
相（
八
一
六

～
八
六
七
年
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
内
侍
は
定
文
よ
り
か
な
り
の
年
長

者
に
な
り
、
夫
婦
（
恋
人
）
関
係
と
と
ら
え
る
の
も
、
矢
張
り
無
理

で
あ
る
。

　
業
平
よ
り
二
〇
年
後
輩
の
能
有
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（
Ｄ
）
の
解
釈
も
何
ら
根
拠
が
な
く
無
理
で
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
、
通
説
の
よ
う
に
、
業
平
の
妻
で
あ
っ
た
時
に
滋
春

を
産
ん
だ
内
侍
は
、
後
に
源
能
有
の
妻
と
な
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、こ
の
段
の
「
男
」
が
詠
ん
で
い
る
「
秋
の
夜
は
・・・
」（『
古
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今
和
歌
六
帖
』
所
収
）
の
歌
は
、業
平
の
詠
で
は
な
く
物
語
作
者
（
業

平
に
非
ず
）
が
詠
ん
だ
も
の
と
解
す
る
『
伊
勢
物
語
古
意
』（
賀
茂

真
淵
）
は
興
味
深
い
。

　
と
も
あ
れ
、
十
一
番
の
取
り
合
わ
せ
は
、〈
左
〉
の
「
染
殿
内
侍
」

が
「
え
ん
」
な
る
魅
力
が
評
価
さ
れ
、〈
右
〉
の
「
蓬
生
君
」
が
源

氏
へ
の
「
こ
ゝ
ろ
ざ
し
」
が
評
価
さ
れ
、
判
定
の
結
果
は
〈
持
〉
の

引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。

六

　
最
終
十
二
番
の
番
い
は
、〈
左
〉「
初
草
君
」
と
〈
右
〉「
玉
鬘
内
侍
」

で
あ
る
。

　「
初
草
君
」
は
末
尾
の
人
物
一
欄
に
は
、「
阿
保
親
王
女
平
城
天
皇

御
孫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
業
平
も
ま
た
平
城
天
皇
の
孫
で
阿
保
親
王
の
息
子
な
の
で
、
二
人

は
〈
き
ょ
う
だ
い
〉
の
関
係
に
な
る
。
果
た
し
て
物
語
四
十
九
段
は
、

以
下
の
よ
う
な
記
述
を
示
す
。

　
　
む
か
し
、
男
、
妹
の
い
と
を
か
し
げ
な
り
け
る
を
見
を
り
て
、

う
ら
若
み
ね
よ
げ
に
見
ゆ
る
若
草
を
人
の
む
す
ば
む
こ
と

を
し
ぞ
思
ふ
（
一
五
五
～
一
五
六
頁
）

　
こ
の
「
妹
」
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
〈
同
腹
〉
説
（『
日
本
古
典

全
書
』
な
ど
）
と
〈
異
腹
〉
説
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
な
ど
）

の
両
説
が
見
ら
れ
る
が
、
古
註
釈
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

（
Ａ
）
群
　
①
「
中
将
の
妹
也
」（『
愚
見
抄
』）・
②
「
業
平
の
妹
」

（『
是
清
抄
』）
な
ど
・
・
・
。

（
Ｂ
）
群
　
①
「
業
平
の
妹
也
。
別
腹
也
。（『
経
厚
講
伊
勢
物
語

聞
書
』）・
②
「
是
ハ
行
平
卿
ノ
娘
ナ
ル
ヲ
、
中
将
養

妹
ニ
成
シ
也
。
伊
登
内
親
王
ノ
猶
子
也
。」（『
志
能

夫
数
理
』）・

　
　
　
　
　

③
「
誠
の
妹
に
て
は
な
し
。
行
平
の
女
を
、
伊
豆
の

内
親
王
の
、
や
し
な
ひ
給
へ
り
。」（『
奥
秘
書
』）・

④
「
此
女
は
、
有
常
か
三
郎
女
也
。
伊
登
内
親
王
の

御
養
子
也
。
然
れ
は
、
妹
と
云
也
。〈
中
略
〉
敏
行

か
妻
に
未
な
ら
ぬ
時
、
長
岡
に
ひ
と
所
に
ゐ
て
、
遊

ひ
た
は
む
れ
し
時
の
事
也
。」（『
増
纂
伊
勢
物
語

抄
』）・
⑤
「
お
く
の
段
に
も
、
あ
さ
み
こ
そ
袖
は
ひ

つ
ら
め
の
歌
な
と
を
も
、
此
い
も
う
と
に
か
は
り
て

よ
み
て
、
敏
行
に
あ
は
せ
た
る
事
も
、
業
平
と
り
も

ち
た
り
と
み
え
た
り
。」（『
伊
抄
　
称
名
院
注
釈
』）

な
ど
・
・
・
。

　（
Ａ
）
の
同
腹
説
は
、『
源
氏
物
語
』「
総
角
」
の
巻
に
お
け
る
〈
匂

宮
〉
と
〈
女
一
宮
〉
の
同
母
き
ょ
う
だ
い
の
話
な
ど
を
引
い
て
い
る
。
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一
方
、（
Ｂ
）
の
異
腹
説
は
、
①
異
母
妹
・
②
と
③
の
養
妹
（
③

は
母
の
養
女
）
で
あ
る
姪
・
④
と
⑤
の
義
妹
〈
妻
の
妹
〉
な
ど
の
違

い
が
見
ら
れ
る
。

　（
Ａ
）
説
に
つ
な
が
る
事
柄
は
、『
古
事
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
、允
恭
天
皇
と
忍
坂
大
中
姫
の
子
で
あ
る
〈
木
梨
軽
太
子
〉
と
〈
軽

皇
女
〉
の
恋
愛
で
あ
り
、（
Ｂ
）
説
に
つ
な
が
る
事
柄
は
、『
古
今
和

歌
集
』
や
『
篁
物
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
小
野
篁
と
異
母
妹
の
恋

愛
で
あ
る
。

　『
女
合
』
の
評
文
に
は
、
こ
の
「
初
草
君
」
が
〈
末
の
段
〉
に
語

ら
れ
る
藤
原
敏
行
の
妻
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、（
Ｂ
）説
の
④
・

⑤
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
に
は
〈
お
く
の
段
〉
に
語
ら
れ

る
話
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
最
終
段
で
は
な
い
が
、
百
七
段
は
〈
男
〉
と
〈
女
〉
と

〈
藤
原
敏
行
〉
が
登
場
す
る
話
で
あ
る
。〈
男
〉
が
詠
ん
だ
歌
は
『
古

今
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
〈
男
〉
が
在
原
業
平
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
敏
行
が
詠
ん
だ
歌
と
〈
女
〉
に
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
業
平
の
歌
が
、

贈
答
歌
の
様
式
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
り
ひ
ら
の
朝
臣
の
家
に
侍
り
け
る
女
の
も
と
に
よ
み
て

つ
か
は
し
け
る
（617

）

と
し
ゆ
き
の
朝
臣

つ
れ
づ
れ
の
な
が
め
に
ま
さ
る
涙
川
袖
の
み
ぬ
れ
て
あ
ふ
よ
し

も
な
し

　
　
　
　
か
の
女
に
か
は
り
て
返
し
に
よ
め
る

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

浅
み
こ
そ
袖
は
ひ
つ
ら
め
涙
河
身
さ
へ
な
が
る
と
聞
か
ば
た
の

ま
ん
（618

）

　
藤
原
敏
行
の
妻
に
な
っ
た
百
七
段
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
紀
有
常
の
娘

で
あ
り
業
平
の
妻
の
妹
に
あ
た
る
。
物
語
で
は
〈
男
〉（
業
平
）
の

家
に
仕
え
て
い
る
〈
女
〉
の
設
定
で
あ
る
。
肉
親
の
妹
で
は
あ
る
ま

い
。

文
も
を
さ
を
さ
し
か
ら
ず
、
こ
と
ば
も
い
ひ
し
ら
ず
、
い
は
む

や
歌
は
よ
ま
ざ
り
け
れ
ば
（
百
七
段
、
二
〇
五
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
〈
女
〉
と
、「
い
と
を
か
し
」（
四
十
九
段
、

一
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
、

初
草
の
な
ど
め
づ
ら
し
き
言
の
葉
ぞ
う
ら
な
く
も
の
を
思
ひ
け

る
か
な
（
四
十
九
段
、
一
五
六
頁
）

と
返
歌
を
詠
む
〈
妹
〉
が
同
一
人
物
と
は
思
わ
れ
な
い
。
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と
も
あ
れ
、「
初
草
君
」
と
「
玉
鬘
内
侍
」
は
、
肉
親
の
是
非
は

さ
て
お
い
て
、〈
兄
〉
や
〈
父
〉
と
の
関
わ
り
を
主
題
と
し
て
い
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、「
終
に
あ
ひ
て
け
り
」（『
増
纂
伊
勢
物
語
抄
』）

と
い
っ
た
注
釈
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
関
わ
り
で

終
わ
っ
た
と
い
う
共
通
点
が
、〈
持
〉
の
引
き
分
け
に
至
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、『
伊
勢
』
と
『
源
氏
』
の
女
の
戦
い
は
、「
五
条
大
后

宮
」・「
紫
上
」・「
葵
上
」・「
朧
月
夜
内
侍
督
」・「
小
野
小
町
」・「
槿

斎
院
」・「
有
常
娘
姉
君
」・「
夕
顔
上
」
が
〈
勝
〉
を
お
さ
め
、『
源
氏
』

の
五
勝
三
敗
四
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
。

　「
紫
上
」
の
存
在
は
大
き
く
、「
朧
月
夜
」
や
「
夕
顔
」
の
人
気
も

高
い
が
、「
五
条
后
」
や
「
有
常
娘
（
業
平
夫
人
の
妹
）」
は
、
物
語

主
人
公
の
〈
男
〉
と
の
絡
み
は
希
薄
で
あ
り
、
全
体
的
に
『
源
氏
』

に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。

　
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
人
物
評
論
と
源
氏
物
語
の
物
語
評
論
を
思
わ

せ
る
『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』
で
は
あ
っ
た
。

（
に
し
だ
・
た
だ
ゆ
き
、
本
学
教
授
）


